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１学期も残り１か月をきりました 
～１学期のまとめの時期です～ 

 ５月に運動会を終え、あっという間に１か月が過ぎ、夏休み前の登校日はあと十数日となりま

した。1学期の生活や学習のまとめの時期です。 

さて、「災害は忘れた頃にやってくる」という言葉がありますが、先日も長野県で震度５強、熊

本県震度５弱など大きい地震が発生しています。本校では、５月末の避難訓練、先日の引渡訓練

と、これまで災害に備えた訓練を行ってきましたが、今後も地震や火災、竜巻等の様々な非常時

に備えた訓練を継続して行い、子供たちの防災に対する意識を高めていきたいと考えております。

御家庭でも非常時における行動や連絡のとり方などを繰り返し確認したり、話合ったりしていた

だけますようお願いいたします。最終的には、子供一人一人が、様々な災害に対して適切に対応

していくことのできる力を身に付けさせたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 

                            

   

の行事予定 
日 曜 主 な 行 事 日 曜 主 な 行 事 

３ 月 SSW 18 火 給食費引落日 集金日 SC       

学期末大掃除④ 

４ 火 委員会 臨時自転車教室 19 水 読聞 心の SP 学期末大掃除⑤ 

５ 水 全校４時間・弁当日 心の SP 20 木 終業式 全校４時間 SSW 

６ 

 

木 全校５時間 ５年人権教室 21 金 夏季休業日～８/２５        

３小交流会（６年） 教育相談① 

７ 

 

金 社会を明るくする運動・七夕集会   

集団下校・学区 P           

地域ぐるみ地区懇談会  

24 月 教育相談②  桃生地区学習会①    

中一小学習会① 

10 月 全校５時間 SSW           

小中交流あいさつ運動 

25 火 教育相談③  桃生地区学習会②    

中一小学習会② 

11 火 音楽集会 学期末大掃除① SC 26 水 教育相談④ 桃生地区学習会③ 

中一小学習会③ 

12 水 読聞 ALT 学期末大掃除② 心の SP    

学びの日（４～６年） 

27 木 中一小学習会④ 

13 木 クラブ 学期末大掃除③ 28 水 

 

児童健全育成連絡会・民生委員懇談会 

14 金 集金袋配布日            

卒業アルバム撮影（６年） 

31 

 

月 

 

親子料理教室 

17 月 海の日    

心の SP・・・心のサポーター 

SC・・・スクールカウンセラー 

SSW・・・スクールソーシャルワーカー 

ALT・・・外国語指導助手 

※教育相談については各学級で予定を立ててお

ります。御多用とは存じますが、御協力ください

ますようお願いいたします。 
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校長室から（４） 

 

戸をさっと あけて燕（つばくろ） 出してやる   遠藤曰人 

 
先日、校舎内にツバメが入ってきました。２階の入り組んだ廊下をぶつからずに猛スピ

ードで飛び去る姿に、逃がすのを忘れて感心してしまいましたが、感心してばかりはいら

れません。窓を開け、数人で追い詰めたり、網を導入したり、いろいろ試みました。でも、

なかなか出て行ってくれません。数十分格闘し、互いに疲れ果てた頃、ツバメは自らさっ

と窓から出て行きました。 

さて、先の句は、前号で紹介した給人町育ちの俳諧の名人・遠藤曰人（えんどうあつじ

ん）のものです。まさに、学校でこの前起きた出来事であり、２００年の時を越え、曰人

の生きた時代に思いを馳せることができました。しかし、残念なことに、私は曰人のよう

には格好良くツバメを逃がしてやることができませんでした・・・。 

 

【すてきな子ら】 

早いもので、１学期もあと少しとなりました。この間、子供たちの様子を見ていて、

すてきな行動をたくさん見ることができましたが、今回は、本校で注力している挨拶に

ついてのエピソードをいくつか紹介いたします。 

○その１・・・低学年 

６月の日曜日、「親子ふれあい田植え体験」に参加しました。本校の児童もたくさん参

加していましたが、次の日の月曜日の朝、校門で子供たちを迎えていると、「校長先生、

おはようございます。昨日はありがとうございました。」と、田植え体験に参加した低学

年の子供から挨拶されました。低学年の子供にこのような挨拶はなかなかできるもので

はありません。とても立派です。 

○その２・・・中学年 

学校から帰宅途中、神取の「くさかんむりＣａｆｅ」の前に立っている子供を発見。

車のスピードを落とし、車内から手を振りましたが、私とは気付かず、「いったい誰が手

を振っているんだろう」とでも言わんばかりの不思議な顔を返してくれました。しかし、

その後に「校長先生だ」と気付いたのでしょう。通り過ぎた私の車のバックミラーには、

笑顔で大きく手を振る姿が信号を右折するまでずっと映っていました。感激です。 

○その３・・・高学年 

早退する子供を家の近くまで送ることになりました。すると、この子は、途中で会っ

た牛乳屋さんに「こんにちは」、畑で仕事しているおばあさんに「こんにちは」・・・。

出会う人、出会う人に挨拶をし、「家に着くまでにいったい何人に挨拶をするのだろう

か」と感心しました。さすが高学年です。 

○その４ 

桃生幼稚園長の千葉先生の講演を拝聴いたしました。その御講演の中で「中一小の子

供たちは、私がする前に自分たちから挨拶をしてくれる。」と、お褒めの言葉をいただき

ました。地域の方からのお励ましは何よりです。 

 
 


